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I.胸膜中皮腫の特徴

進行の速い
悪性疾患

希少疾患
アスベスト
被害でおこる

ナースのための胸膜中皮腫緩和ケアハンドブック第2版 http://meso-n.umin.jp/kanwa-hb.pdf
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II.中皮腫患者の抱える困難
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長松他（2012）：胸膜中皮腫患者のたどる経過と直面する困難. ヒューマンケア12(2)より、抜粋
URL:http://hdl.handle.net/10285/7918

死に至る病に
なった絶望 先行きの見え

ない不安

終わりのない苦しみ

常に付きまとう
死の恐怖

元気な体と
未来の喪失

経済的不安
治療の甲斐なく
死を迎える苦悩

情報不足

知識・経験不足の
医療従事者

辛さを理解
されない

孤独な中皮腫

過失なく病気に
なった悔しさ

救済申請の
負担

治療を受けられる
病院が少ない
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・中皮腫とは何？
・短い予後にショック
・難しい治療選択
・情報がない
・石綿で発症した怒り
・複雑な労災救済申請
・過去の職場との折衝
・先行の見えない不安
・残される家族の心配
・うつ、不眠

・どんどん進む症状

重篤な呼吸困難

強くなる痛み

とれない倦怠感

・緩和ケア間に合わない

・急激な体力低下

・ADL急落
・避けられぬ死に落胆

・医師に見捨てられた

・私の人生は何？

・人生整理の時間切れ

・看取ってくれる病院探し

・急激な症状悪化に

とまどう家族

困難の重積

診断 第2治療・症状進展 ターミナル初回治療

・情報がない
・石綿で発症した怒り
・複雑な労災救済申請
・先行の見えない不安
・残される家族の心配
・不眠、うつ

前の困難が解決
しないうちに
新しい困難発生

・苦痛の大きい治療
・死ぬときは苦しいか
・退院後の生活の不安
・治療は効いてるか？
・中皮腫患者の孤独
・医療費の心配

・食欲低下と体重減少
・じわじわと広がる痛み
・だんだん息苦しくなる
・治療甲斐なく悪化した
ショック
・現実味を帯びる死
・見つからない治療法
・他の患者の治療法知りたい
・この治療・病院でいいの？
・治療継続か緩和以降か？
・治療方針ずれ
・医療者への不信感
・救済申請が進まず焦る
・急変への不安
・家族・親戚に振回される
・自分の人生は何だったのか

自宅通院

・医療費の心配
・情報がない
・石綿で発症した怒り
・残される家族の心配
・不眠、うつ

・回復しない後遺症
・日常生活動作できない
・居場所がない
・再発・増悪への不安
・治療は効いているか？
・他の患者に会いたい
・急変したらどうしよう
・家族の介護負担
・進まない労災・救済認定

・間に合わなかった認定

・残される家族の心配

・石綿で命を落とす無念

・残される家族の心配

・回復しない後遺症
・日常生活動作できない
・情報がない
・石綿で発症した怒り
・残される家族の心配
・家族の介護負担
・労災・救済認定に焦る
・不眠、うつ

ナースのための胸膜中皮腫
緩和ケアハンドブック第2版
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身体的痛み
痛み、呼吸困難、

倦怠感など

社会的痛み
仕事・家事の困難

家族の心配
補償問題

霊的痛み
正直に働いた自分
の人生の意味は？
何のために生まれ

てきたのか？

心理的痛み
悲しみ、不安、恐怖
石綿で発病した怒り

ナースのための胸膜中皮腫緩
和ケアハンドブック第2版
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石綿関連疾患患者への支援モデル

専門病院

患者と
家族

訪問看護

人々の
理解

介 護

石綿被害
支援団体 患者会

ナースのための胸膜中皮腫緩和ケアハンドブック第2版

救済制度に

よる経済支援

緩和ケア

かかりつけ医
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III. 石綿健康被害救済の意義

１．療養中の経済的困難や

遺族の生活の心配を軽減

２．石綿被害のトラウマに区切りを

つける

中皮腫患者が治療や療養に専念するための基盤
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１．療養中の経済的困難と

遺族の生活の心配を軽減

高校生の子どもがいて、家事をしなくて
はならないし、大学進学にお金がかかる。
自分だけ入院などしていられない。

（Eさん、女性、53歳）

切羽詰っていて、お金も必要。

（Cさん、男性、64歳）
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認定が下りていないときは、とても不安
です。これから子供の教育や結婚にお金
がかかるから、病気をしたからと言って、
会社を辞められない。今は、お金が下り
たので、病気だけを考えればよいので気
分が楽になった。

（Dさん、男性、6２歳）

10



救済制度申請手続きは患者にとって大きな負担。
認定が進まないと、患者はもう一度傷つく。

長松他（2012）：胸膜中皮腫患者のたどる経過と直面する困難. ヒューマンケア12(2)より、抜粋

２．石綿被害によるトラウマに
区切りをつける

お金のために申請するんじゃない。国に責
任があるということを証明するためにやる。
金をもらっても命は戻ってこない。でも、
これで、アスベスト抜きで中皮腫と闘える

（Oさん、男性、68歳）
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IV. 中皮腫患者支援における課題

１．術後患者や重症者の生活上の困難

２．訪問看護・緩和ケアが届かない

急変時のケア提供の遅れ

３．医療従事者の中皮腫に関する知識不足

保健所相談業務の活性化

長松（2011）保健所の石綿健康相談事業に対する支援策の有効性．

日本衛生学雑誌 66(4) 717-723．URL:http://hdl.handle.net/10285/7916
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V. 英国の中皮腫ケア

医療制度：無料、家庭医を必ず受診

治療選択：国が決める範囲の中で選択

胸膜肺全摘術はしない

中皮腫専門医を含めたチーム医療

QOLと緩和ケアを重視
長松（2014）．英国から学ぶ日本の中皮腫ケア．倫理創生(7) 50-58 .
URL:http://hdl.handle.net/10285/11636 13



英国の中皮腫ナース

スタッフナースス

中皮腫ナース・肺がんナース

中皮腫ナース本部
ス

かかり
つけ医

訪問

緩和

患者会

弁護士

疾患・治療の情報提供
補償制度の紹介
患者会の紹介
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英国の石綿健康被害者支援団体
の活動

情報提供
心理的支援・・患者・家族・遺族
治療・病院選択の相談
補償請求の支援・・

交渉、弁護士紹介
石綿被害予防運動
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VI. 要 望
１．術後の患者や呼吸困難のある患者への

生活支援
通院のタクシー費用負担
介護費用や家事ヘルパー代の負担

２．訪問看護、緩和ケアのスムーズな導入
中皮腫を登録し、定期的ケア提供

３．医療機関・保健所のへの中皮腫に関する教育
保健所の相談窓口

長松（2011）保健所の石綿健康相談事業に対する支援策の有効性．
日本衛生学雑誌 66(4) 717-723．URL:http://hdl.handle.net/10285/7916
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